
幹 部 会 報 告 事 項 

令和８年１月１９日 

観 光 文 化 交 流 局 

事 

項 

 令和 7年度名古屋市芸術賞受賞者の決定について 

内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

容 

 令和 7年度名古屋市芸術賞の受賞者が決定しましたので、ご報告します。 

 

１ 概 要 

名古屋市芸術賞は、「名古屋市芸術特賞」と「名古屋市芸術奨励賞」からなる

賞で、名古屋市の芸術文化の振興を目的として、昭和 50 年度に芸術奨励賞を、

昭和 54 年度からは芸術特賞を創設したものです。 

（１）「芸術特賞」は、長年にわたり優れた芸術創造活動を行い、かつ、近年に

おける活動が顕著で、本市の芸術文化の振興に大きな功績のあった個人ま

たは団体に贈られます。 

（２）「芸術奨励賞」は、継続的に活発な芸術創造活動を行い、かつ、将来の活

躍が期待される者で、今後とも本市の芸術文化の振興に寄与することを期

待できる個人または団体に贈られます。 

 

２ 受賞者 

（１）芸術特賞（表彰楯及び副賞 40 万円） 

氏 名（ふりがな） 領  域 

木下 信三（きのした しんぞう） 文芸（文学調査） 

 

（２）芸術奨励賞（表彰楯及び副賞 20 万円） 

氏 名（ふりがな） 領  域 

伊藤 美由紀（いとう みゆき） 音楽（作曲） 

LONTO（ろんと） 演劇（道化師） 

柴田 麻衣（しばた まい） 美術 

※芸術特賞及び芸術奨励賞受賞者の略歴は、別添をご参照ください。 

 

３ 授賞式 

（１）日 時 令和 8年 2月 3日（火) 午後 1時～ 

（２）場 所 名古屋市公館 レセプションホール 

（３）その他 名古屋市民芸術祭 2025 授賞式と合同で行います。 

備 

考 

本件については、1月 13 日、市政記者クラブへ資料提供しました。 

（文化芸術推進課 内線 3172） 



令和７年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 
 

芸術特賞  木下 信三（９０歳） 文芸（文学調査） 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 昭和 9（1934）年、名古屋市生まれ。昭和 41（1966）年に個人雑誌の刊行を開始

して以来、独自の視点から文学研究と執筆活動を続けている。昭和 45（1970）年か

らは、俳人・種田山頭火の実証的研究を志し、全国各地に残る足跡を丹念に追査す

るなど、精緻な研究活動を続けてきた。これまでに「山頭火伝」「山頭火虚像伝」「山

頭火の細道」「山頭火空白帖」など多くの著作を発表し、山頭火研究の深化と再評価

に大きく貢献している。 

昭和 45（1970）年には、同人誌「北斗」創刊主宰者の一人である木全圓壽氏の誘

いを受け、名古屋近代文学史研究会（現・愛知近代文学史研究会）に参加した。以

来、名古屋の近代文学史の掘り起こしと研究に半生を捧げ、木全氏没後は同研究会

を牽引し、地域に根差した文学研究の中核的存在として、後進の育成と研究活動の

継続に大きな役割を果たしている。 

さらに、亀山巌氏（明治 40（1907）年－昭和 64（1989）年／元中日新聞取締役・

編集局長／公益財団法人名古屋市文化振興事業団設立者）との深い信頼関係のもと、

同氏より譲渡された数多くの貴重な文学資料を整理、研究するとともに、それらを

本市に寄贈してきた。これらの資料は、名古屋近代詩の隆盛期を支えた詩人や文学

者たちの文学思想の動向を明らかにするものであり、学術的、文化的価値の極めて

高い資料である。 

令和 2（2020）年には、未発表原稿や私信などを収録した「亀山巌のまなざし 雑

学の粋人モダニスト」を出版。名古屋の文学文化を多角的に捉え直す成果を世に示

した。 

木下信三氏の長年にわたる研究活動と貴重な文学資料の寄贈は、本市の文化的資

産の充実に大きく寄与するとともに、地域の文学史研究および文化芸術の振興に多

大な貢献を果たしてきたものであり、その功績は顕著である。 

 

 



令和７年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  伊藤
い と う

 美由紀
み ゆ き

（５６歳） 音楽（作曲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 7（1995）年に愛知県立芸術大学音楽学部作曲科を卒業、平成 10（1998）年

マンハッタン音楽院修士課程を修了。その後、文化庁芸術家在外研修員として、フ

ランス国立音響音楽研究所（ircam）で研鑽を積む。博士課程では現代音楽を代表す

る作曲家トリスタン・ミュライユ氏に師事し、コロンビア大学で博士号を取得した。   

平成 16（2004）年にはゆめたろうプラザ響きホール（愛知県知多郡武豊町）での

開館記念演奏会にて初演を披露。以降も活躍の場を広げ、ミュージック・フロム・

ジャパン（ニューヨーク）、愛知芸術文化センターなどからの作品委嘱を受けるほか、

国内外の主要音楽祭で作品発表を続け、優れた功績を残している。 

また、平成 17（2005）年からは自主企画公演として、「ニンフェアール」を主宰。

公演ごとに様々な企画を打ち出し、テクノロジーの利用や、映像作家とのコラボレ

ーション、文学をテーマとした公演など、独自の音楽性を追求している。同公演に

おける第 10 回公演は、挑戦的で優れた公演に授与される佐治敬三賞を、第 19 回公

演は、名古屋市民芸術祭特別賞を受賞するなど実績は十分。 

教育者としても名古屋芸術大学、愛知県立芸術大学、千葉商科大学などで教鞭を

執っている。その他、アメリカ、ヨーロッパを始めとした海外の教育機関でも特別

講演を多数行い、後進の育成にも積極的に取り組んでいる。 

 これまでに培ってきた豊かな経験と、常に新しい音楽表現を追求し続ける姿勢か

ら、今後もその活動の幅を広げ、さらなる活躍が期待される。 

 



令和７年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  LONTO
ろ ん と

 演劇（道化師） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 11（1999）年より国内外で道化を学び、道化師としての活動を開始。平成 17

（2005）年からは、言葉を用いないノンバーバル表現による独自の作風を確立。同

年に開催されたアメリカ道化師世界大会（WCA）では、個人・団体部門共に金賞を受

賞し、国際舞台においてもその卓越した表現力と創造性を早くから示している。平

成 30（2018）年には、Chang 氏とタッグを組み、道化をはじめとした多様な表現を

追求し、広く発信するため「ラストラーダカンパニー」を設立。障がいや国籍を超

えて隔たりなく伝わる舞台演劇を創り上げ、当地域を中心とした全国各地での巡演

を通じ、老若男女が文化芸術に親しむ機会を広げている。 

同年には、演出・美術を手掛けるとともに、自らも出演した「コメディ・クラウ

ン・サーカス」が厚生労働省児童福祉文化賞（舞台芸術部門）を受賞。令和 5（2023）

年には「らふぃゆれふぃゆ」がこども家庭庁児童福祉文化賞推薦作品受賞。さらに、

愛知県芸術文化選奨文化新人賞も受賞するなど、その活躍は近年ますます高く評価

されている。 

道化師としての活動にとどまらず、自身の身体表現技法を活かし、劇団指導や伝

統芸能との共演にも取り組む。さらに、教育機関や企業向けの研修など、多様な分

野へ活動の場を広げている点も特徴と言える。こうした唯一無二の創作活動を通じ

て舞台演劇の新たな可能性を切り開く LONTO 氏の挑戦は、今後さらなる飛躍が期待

される。 

 

 

 

 



令和７年度 名古屋市芸術賞受賞者の概要 

 

芸術奨励賞  柴田
し ば た

 麻衣
ま い

（４５歳） 美術 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 54（1979）年、愛知県生まれ。平成 14（2002）年、名古屋芸術大学大学院美

術研究科美術専攻同時代表現研究を修了。平成 16（2004）年、ギャルリーDECO（名

古屋市）にて初個展を開催。以降、当地域を中心に東京都、大阪府、京都府などで

多数の個展を開催するなどして活躍を続けている。 

平成 25（2013）年には若手作家の登竜門とも称される「VOCA 展」で奨励賞を受賞。

その後も平成 29（2017）年に、個展「重層する風景（第一生命ギャラリー／東京都

千代田区）」を開催。平成 30（2018）年には「Art Next 3 不透明なメディウムが透

明になる時（電気文化会館／名古屋市）」、平成元（2019）年には「情の深みと浅さ

（ヤマザキマザック美術館／名古屋市）」などのグループ展にも出展。令和 5（2023）

年の「愛知県美術館コレクション展（愛知県美術館／名古屋市）」では、同美術館に

収蔵されている柴田氏の作品が展示された。 

柴田氏の作品は「空間・風景・思想」を独自の視点で描き、精神性、哲学性、内

面世界の表現技法に卓越している。抽象と具象を織り交ぜ、独自のレイヤー構造で

光と色の静謐な奥行きを表現し、観る者の感情や思索を喚起する独自の作品世界を

構築。作品テーマは、歴史、宗教、環境問題など多岐にわたり、年々その活動を深

化させている。 

こうした挑戦的な創作姿勢は着実に評価を高めつつあり、新たな表現領域を切り

開くさらなる活躍が期待される。 



幹部会報告事 項 

令和 8年 1月 19 日 

環 境 局 

事

項 
「なごや環境学習プラン 2030（案）」に係るパブリックコメントの実施について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

１ 趣旨 

本市が多様な主体との連携・協働のもと、環境学習を進めていくための2030

年度までの具体的な施策を示した「なごや環境学習プラン2030（案）」の策定

を進めています。今回、プラン案を作成しましたので、下記のとおりパブリッ

クコメントを実施します。 

 

 

２ 資料 

  別添「なごや環境学習プラン2030（案）概要版」 

 

 

３ 市民意見の募集期間 

令和８年１月20日（火）から令和８年２月18日（水）まで 

 

 

４ 資料の配布・閲覧場所 

市民情報センター、各区役所情報コーナー・支所、市図書館、 

環境学習センター、市公式ウェブサイトなど 

  

  

５ 配布・閲覧資料 

   プラン（案）概 要 版：配布 

   プラン（案）本編冊子：閲覧用に配架 

 

 

６ 意見の提出方法・提出先 

提出方法：郵便、ファクシミリ、電子メール、持参 

提 出 先：環境局環境企画部環境企画課（環境学習センター） 

備

考 
本件は、令和 8年 1月 20 日に市政記者クラブへ資料提供予定です。 

（環境局環境企画課 外線 223-1066） 



























幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 8 年 1 月 1 9 日 
ス ポ ー ツ 市 民 局 
子 ど も 青 少 年 局 

事

項 
令和7年度名古屋市子育て支援企業・女性の活躍推進企業認定・表彰の決定について 

説 

 

 

 

 

 

 

明 

 

1 認定・表彰式 

日 時 令和8年1月29日(木)14:00～16:00 (受付13:30～) 

場 所 男女平等参画推進センター・女性会館 3 階 ホール(名古屋市中区大井町 7 番 25 号) 

内 容 

・認定･表彰式 

・表彰企業による事例発表 

※子育て支援企業 最優秀賞 大有建設株式会社 

※女性の活躍推進企業 最優秀賞 株式会社丸天産業  

 

2 令和7年度認定・表彰企業 

(1)表彰企業 (表彰理由は別紙1参照) 

【子育て支援企業】 

区分 企業名 

最優秀賞 大有建設株式会社 

優秀賞 
株式会社あいち銀行 株式会社サンゲツ 

株式会社デンソークリエイト マックスバリュ東海株式会社 

 

【女性の活躍推進企業】 

区分 企業名 

企

業

部

門 

最優秀賞 株式会社丸天産業 

優秀賞 マックスバリュ東海株式会社 

従業員部門 株式会社丸天産業 圡方 亜紀 

 

 

 

 

 



(2)認定企業   新規認定企業 (別紙2 参照) 

項目 認定の別 企業数 

新規認定企業 

(別紙2 参照) 

子育て支援企業 16社(表彰企業2社を含む) 

女性の活躍推進企業 17社(表彰企業2社を含む) 

更新認定企業 

子育て支援企業 72社(表彰企業3社を含む） 

女性の活躍推進企業 54社 

 

3 認定企業数(令和8年1月29日時点) 

 

認定の別 企業数 

子育て支援企業 合計289社 

女性の活躍推進企業 合計218社 

※上記とは別に、女性の活躍推進認証企業数合計53社 

 

 

備

考 
本件は、本日市政記者クラブへ資料提供する予定です。 

（スポーツ市民局市民生活部男女平等参画推進課 内線2234） 

（子 ど も 青 少 年 局 企 画 経 理 課 内線3081） 
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令和 7 年度名古屋市子育て支援企業・女性の活躍推進企業 
表彰理由一覧 

 
1 子育て支援企業 5 社(区分ごとに五十音順) 

区分 企業名 表彰理由 

最
優
秀
賞 

 

大有建設株式会

社 

育児に関する社内アンケートの実施や社員等で構成す

るワーキンググループを開催し、積極的に社員の声を取

り入れる姿勢がある。また、育休開始から 10 日間の給

与保障、子の看護休暇・育児短時間勤務を子の中学校就

学始期まで延長、時差勤務など様々な制度を整備し、積

極的に子育て支援に関する取り組みをすすめている。 

その結果、男性の育休取得率が 80％超を達成し、男女と

もに仕事と子育てを両立しやすい環境が整備されてい

る。 

地域貢献についても、多数のインターン生の受け入れや

職場見学の実施を始め、様々な取り組みを行っているこ

とも評価でき、子育て支援企業として模範的な企業とい

える。 

優
秀
賞 

株式会社あいち

銀行 

多様なメンバーで構成されるダイバーシティ推進委員

会（通称：あいちーむ）を設置し、行員の声を取り入

れる仕組みが整備されている。 

男性社員の育休取得推進のため、トップメッセージ

「男性育休 100％宣言」が発信されており、産後パパ育

休は保存有給休暇を 10 日まで充当可能とするなど法定

を上回る対応となっているほか、育休復帰支援では、

育休中はパパママ復職支援セミナーを託児付きで開催

し、復帰直後は復帰時研修として、ならし期間を 5日

間設けるなど、育休取得者の声を取り入れた手厚い配

慮がされている。 

多様な人材が安心して働き続けられるよう配慮された

様々な取り組みが全方位的に実施され、企業全体で子

育て支援を推進していく姿勢が評価できる。 

別紙 1 
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優
秀
賞 

株式会社サンゲ

ツ 

テレワーク制度のフレキシブルな運用、フレックス制度

のコアタイム廃止や時間有給休暇制度導入等、柔軟な働

き方を可能とする制度が整備されている。 

男性社員の育休取得促進に向けては、取得日数が少ない

など形式的な取得にならないように配慮するため、管理

職への研修を実施するほか、出生時育休の 5日間と、配

偶者出産休暇も有給化するなどして、2 週間の育休取得

率 100％を達成しており、男女ともに仕事と子育てを両

立しやすい環境が整っている。 

優
秀
賞 

株式会社デンソ

ークリエイト 

短時間勤務制度を子の小学校卒業時まで利用可能とし

たり、残った有給休暇を積み立てて子の傷病時等に利用

できるやすらぎ休暇という独自制度を設けるなど、積極

的に子育て支援の取り組みをすすめている。 

育休を取得することによるキャリアへの不安を軽減す

るために、長期的なキャリア支援の啓発活動を実施した

結果、男性社員の育休取得期間が平均 3ヶ月程度となる

など成果に繋がっている。また、所定外労働時間が多く

なりがちなソフトウェア開発業務であっても、特定の社

員に残業時間が偏らないように配慮しており、全社員が

能力を最大限発揮し、柔軟に働き続けられる環境を作っ

ていこうとする姿勢が評価できる。 

優
秀
賞 

マックスバリュ

東海株式会社 

育児休業は 3歳に達する前日まで、短時間勤務は中学校

就学前まで取得可能など、高水準な子育て支援制度が整

備されている。女性社員が短時間勤務をしながら店舗の

店長を務めている事例もあり、スーパーバイザーのフォ

ローや職場への理解促進など職場全体で子育て世代を

支援する体制となっており、仕事と子育てを両立できる

環境が整っている。男性の育休取得は、管理職に率先し

て取得するように促した結果、市内店舗での取得率

100％を達成している。 

地域貢献についても、スーパーマーケットという業務の

特性を活かして、地域の食材について理解を深めるイベ

ント「わくわくじもの体験」など積極的な取り組みをす

すめていることも評価できる。 
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2 女性の活躍推進企業（区分ごとに五十音順） 

(1)企業部門 2 社 

区分 企業名 表彰理由 

最
優
秀
賞 

株式会社丸天産

業 

“人”を大切にする企業理念のもと、女性活躍推進を経

営課題として位置付け、女性管理職比率の向上を目指

し、目標値を上回る 40％を達成した点は高く評価でき

る。女性管理職の増加を契機に、働きやすさの向上や職

場環境の改善が進み、すべての従業員が仕事と家庭を両

立しやすい職場風土の醸成につなげている。 

また、子連れ出社を可能とする柔軟な働き方の導入や、

共働き夫婦を対象とした研修の実施など、先進的な取組

を積極的に展開している。さらに、自社にとどまらず、

他社も参加可能な研修や交流の場を設けることで、地域

全体に女性活躍推進の取組を広げるなど、本地域を牽引

する役割を果たしている。 

優
秀
賞 

マックスバリュ

東海株式会社 

トップ自らの発信やイクボス検定の実施、管理職向け研

修を通じて、性別にかかわらず誰もが活躍できる職場づ

くりの重要性を、組織全体に着実に浸透させていること

が高く評価できる。 

また、女性従業員を対象とした勉強会の開催による意識

醸成に加え、継続的なフォローアップを行うことで、女

性管理職数の着実な増加につなげている。 

さらに、短時間勤務制度や、ライフステージに応じた柔

軟なシフト・配置を行うなど、男女を問わず育児休業か

らの円滑な復職と、その後のキャリア形成を支援してお

り、他企業の参考となる好事例である。 
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(2)従業員部門 1名 

区分 企業名 表彰理由 

表
彰 

株式会社丸天産

業 

圡方 亜紀 

自社の営業職として初めて育児休業を取得した後、自社

の中核プロジェクトのリーダーを務め、限られた時間の

中でも着実に成果を上げてきた点が高く評価できる。 

部下一人ひとりに寄り添い、成長を促しながら主体性を

発揮できるよう支援するなど、自分らしいマネジメント

スタイルを確立し、組織を牽引した。 

また、女性管理職として仕事と家庭を両立しながら活躍

する姿は、社内にとどまらず社外に対してもロールモデ

ルとして好影響を与えることが期待できる。 

 



1 子育て支援企業 19社(区分ごとに五十音順)（※表彰企業のうち3社は更新企業）

区分 企業名 本社所在地 事業内容 従業員数 (うち女性従業員数)

※ 最優秀賞 大有建設株式会社 名古屋市中区金山五丁目14番2号 建設業 417 78

※ 優秀賞 株式会社あいち銀行 名古屋市中区栄三丁目14番12号 金融・保険業 3,190 1,471

※ 優秀賞 株式会社サンゲツ 名古屋市西区幅下一丁目4番1号 卸売・小売業 1,701 681

優秀賞 株式会社デンソークリエイト 名古屋市中区錦二丁目14番19号　名古屋伏見Kスクエア 情報通信業 298 45

優秀賞 マックスバリュ東海株式会社 静岡県浜松市中央区篠ケ瀬町1295番地1 卸売・小売業 20,379 14,075

認定 有限会社愛協 名古屋市緑区鳴丘二丁目1408番地 建設業 35 3

認定 株式会社井藤工業 名古屋市南区源兵衛町4-30 建設業 14 3

認定 桜和設備株式会社 名古屋市熱田区五番町17番17号 建設業 95 15

認定 株式会社GE 名古屋市守山区川西二丁目1202番地 建設業 3 0

認定 株式会社新栄コーポレーション 名古屋市守山区八剣二丁目802番地の2 建設業 3 0

認定 株式会社新日 名古屋市中川区山王一丁目8番30号 サービス業（他に分類されないもの） 99 20

認定 株式会社大建コンサルタント 名古屋市中区大須四丁目11番17号 サービス業（他に分類されないもの） 27 4

認定 株式会社中京技研 名古屋市天白区井の森町203番地 建設業 12 1

認定 株式会社東海電工社 名古屋市中区丸の内三丁目6番25号 建設業 25 2

認定 株式会社トキト 大阪府堺市中区土師町4-5-17 建設業 39 15

認定 株式会社ナゴヤグリーンサービス 名古屋市昭和区車田町一丁目27番地 建設業 4 1

認定 株式会社ハシモト 名古屋市港区大西二丁目135-3 建設業 11 3

認定 三菱電機株式会社 東京都千代田区丸の内2-7-3　東京ビル 製造業 36,256 6,621

認定 名岐ワークス株式会社 名古屋市西区城町124-1 建設業 16 3

令和7年度名古屋市子育て支援企業・女性の活躍推企業
認定・表彰企業一覧

別紙2
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2 女性の活躍推進企業(区分ごとに五十音順)

(1)企業部門 17社

区分 企業名 本社所在地 事業内容 従業員数 (うち女性従業員数)

最優秀賞 株式会社丸天産業 名古屋市中区栄5-10-34 卸売・小売業 55 22

優秀賞 マックスバリュ東海株式会社 静岡県浜松市中央区篠ケ瀬町1295 番地1 卸売・小売業 20,379 14,075

認定 株式会社アイエスシイ 名古屋市昭和区福江2-9-33 nabi/白金2F その他 34 10

認定 株式会社ＩＴＡＧＥ 名古屋市中区栄三丁目18 番1 号 情報通信業 122 30

認定 大池建工株式会社 名古屋市北区大杉二丁目７ －１ ５ 建設業 22 6

認定 シーズウェブ株式会社 名古屋市中村区名駅南1 丁目18 番11 号コア・ビル3 階 情報通信業 20 9

認定 大成株式会社 名古屋市中区栄3-31-12 サービス業（他に分類されないもの） 5,194 3,138

認定 株式会社テクノプラスト 名古屋市南区塩屋町5-1-1 製造業 91 35

認定 株式会社デンソークリエイト 名古屋市中区錦二丁目14番19号　名古屋伏見Kスクエア 情報通信業 298 45

認定 東洋技研コンサルタント株式会社 大阪府大阪市淀川区新北野1 丁目14 番11 号 サービス業（他に分類されないもの） 148 33

認定 株式会社ＴＯＮＺＡＫＯデザイン 名古屋市中区丸の内2-13-32 リブラ丸の内3-2 階 サービス業（ 他に分類されないもの） 11 9

認定 株式会社中嶋造園土木 名古屋市中区栄三丁目１ ２ 番６ 号 建設業 24 4

認定 日本システム開発株式会社 名古屋市中村区那古野1-47-1 名古屋国際センタービル 9F 情報通信業 489 74

認定 株式会社マザーズ 名古屋市西区新道１丁目２番５号 医療、福祉 443 323

認定
株式会社マネジメントソリューショ
ンズ

東京都港区赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー29 階 サービス業（他に分類されないもの） 1,425 491

認定 ヤマダインフラテクノス株式会社 名古屋市緑区上納山一丁目1504 番 建設業 173 14

認定 立志建設株式会社 名古屋市守山区大字上志段味字深田782 番1 建設業 20 4
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 幹 部 会 報 告 事 項 
令 和 ８ 年 1 月 1 ９ 日 
教 育 委 員 会 

事

項 
美術館イベント「『博物館浴®』で癒されませんか！ in 名古屋市美術館」の開催について 

内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容 

 

１ 概 要 

名古屋市美術館では、美術館の新しい魅力の発見や社会での新たな役割・価値の発掘

を目指し、九州産業大学と連携して「博物館浴®」のワークショップを行います。 

美術館で開催中の特別展「コレクション×現代美術 名古屋市美術館をめぐる４つの対

話」（3 月 8 日（日）まで開催）を「見る」ことで「博物館浴®」を体験し、その効果測定を行い

ます。あわせて、講師の緒方泉氏（九州産業大学特任教授）より、「博物館浴®」の科学分析

法、研究の今についてお話しいただきます。 

 

２ ワークショップの開催要項 

タイトル ： 「『博物館浴®』で癒されませんか？ in 名古屋市美術館」 

   講  師 ： 緒方泉（九州産業大学地域共創学部 特任教授） 

   日  時 ： 2026 年 2 月 1 日（日曜日） 

   場  所 ： 美術館１階・２階企画展示室及び講堂 

参 加 者 ： 午前の部 10：00～12：30 一般対象 20 名 

午後の部 13：30～16：00 大学生対象 20 名 

            ※参加者の募集はすでに終了しています。 

   主  催 ： 名古屋市美術館、九州産業大学 

 

３ 「博物館浴®」ワークショップの内容 

   美術館へ行くと「絵を見るとうっとりする」「気分が晴れやかになった」などの感想を聞

くことがありますが、これまで、これらは個人的感想で、科学的根拠がありませんでした。 

本ワークショップでは、「博物館浴®」の実証実験を日本全国でこれまで 100 か所以

上で行ってきた緒方泉氏（九州産業大学特任教授）を迎え、展示の鑑賞前と鑑賞後に生

理的測定（血圧、脈拍）、心理的測定（感情評価）を行い、リラックス効果を科学的に分

析する研究の現場を体験します。美術鑑賞という「学び」の場だけでなく、「健康・ウェル

ビーイング」を支える場という美術館の新たな役割・価値について考えます。 
  
【プログラム内容】  

① 実験方法の説明、鑑賞前の測定 

② 「名古屋市美術館をめぐる４つの対話」を一人で“黙々”鑑賞 

③ 鑑賞後の測定 

④ 「名古屋市美術館をめぐる４つの対話」を“おしゃべり”鑑賞 

⑤ 鑑賞後の測定 

⑥ 「博物館浴®」研究の今 

 

 

備

考 
本件は、本日、市政記者クラブへ資料提供します。 

（美術館 ２１２－０００１） 

「博物館浴®」とは、博物館（博物館法に定める施設の総称；歴史、美術、自然史

などを扱う）の持つ癒し効果を人々の健康増進・疾病予防に活用する活動です。 






